


Ⅰ 　 調 査 の 概 要

第１　調査の概要

１　目　　　的
　　県民の歯科保健の状態を把握し、今後の歯科保健医療対策の推進に必要な基礎資料を得ることを目的とする
　とともに、平成25 年に設定した歯科保健目標「健康づくり文化創造プラン（第二次）」の最終評価をする。

２　調査対象者数
　　県内に住む 20 歳（一部 18，19 歳を含む）以上の者で、市町村の特定健康診査等及び事業所健康診査
　を受診する者等を対象に 2,500 名を調査する。

３　調査期日
　　平成 28 年６月～平成 29 年３月

４　主な調査事項
　　○歯科健診による調査事項
　　・現在歯の状況
　　・むし歯の罹患状況
　　・喪失歯及びその補綴状況
　　・歯肉、歯石の沈着状況
　　○アンケートによる調査項目
　　・歯磨きの状況（歯磨きの回数、時間等）
　　・歯の健康のために普段から気を付けていること、全身の状態等

５　調査方法
　（１）調査員調査による口腔診査を平成 28 年度県民歯科疾患実態調査票を用いて行う。
　（２）自己記入方式の平成 28 年度県民歯科疾患実態調査アンケート票を用いて行う。

第２　調査の事前準備

１　診査会場の選定及び診査室内の配置
　　診査室内の配置については、次の点に留意する。
　（１）　診査を行う位置は、明るい所を選ぶことが必要である。しかし、直射日光があたる場所を避け、
　　　診査中、一定の光源を用いるようにする。
　　　　人工光を用いる場合は、蛍光燈、白熱燈を避け、昼光燈を用いることが望ましい。
　（２）　机、光源及び器械器具は、能率的に診査が出来るように配置し、室内には受診者のため誘導路
　　　または誘導標識を設ける等、診査が能率的に行われるようにする。
　（３）　受診者が調査員のまわりに集まると、光源からの光をさえぎったり、記録誤りを生じるおそれが
　　　あるので、受診者が診査を待つ間の待機場所を設営する。

２　診査器具材料及び薬品の準備
　　歯鏡、歯科用探針、ピンセット、プローブ、脱脂綿、ガーゼ、薬品等診査に必要なもの及び消毒器具は
　不足のないようにあらかじめ準備する。
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